
衣服 の留め具 につ いて

1.は じ め に

宮 木 利 子

奥 平 志づ江

腰蓑程度の原始的の ものか ら、布 を縫合せ た複雑な近代衣裳 にいたるまで、肌の露出 と

着衣の脱落 を防 ぎ、体 に着衣 を密着 させ るために色々の留め具 が用 い られて きたが、 その

中で最 も基本 的な最初 の ものは紐 、ベル ト、ス トラ ップ、バ ン ド等 の帯類であ る。 もっ と

も帯状 の衣服(印 度のサ リー図1)や 、その一部 で全体 を緊締す る場合には、別 に止め具

を必要 としないこ ともあ るが、本稿 では局部的 な留め具 の色々 につ いて若干歴史的な観点

か ら比較考 察 してみた。

図1イ ン ドの サ リー 図2腰 衣型(ロ インク ロス)

2.留 め具 と しての紐 につい て

古代 エジ プ ト人(紀 元前3000年 頃)は 石の建造物 の表面 に彫 りこまれている壁 画等 で知

られ るとお り、リネ ン(麻 布)の 短い腰布の布端 を上部 にはさみこんで着装 していた。(図2)
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その後紀元前1500年 頃には着丈の長 さの二倍

に相 当す る布 を中央で二つに折 り、その真 中

に貫頭孔 をあけ、両脇は袖 の部分 を残 して縫

合せ た一種 のポンチ ョ(PONCHO・ 貫頭

衣)が 着用 され、その上に帯状 の布で体 を締

めていた。(図3)紀 元前1000年 頃には タイ

トなチュニック(TUNIC)で 衿元は紐 じ

めにす る様 に工夫 した ものが見 られる。(図4)

3.ブ ロ ー チ 等

ブ ロー チ(BROOCH)は 元来 え り留め

や胸 飾 りの留め針 のよ うに留め具 であった も

のが、装飾品 として衣服のア クセサ リーに変

って きた ものである。古 くはス コッ トラン ド

の軍人の 「え り下飾 り」 や ピサ ンチ ン時代

(紀 元550年 頃)の ヨー ロッパの貴族が着 たク

ロー クに付け る矩形 のタブ リオ ン(飾 り布)

を止め るのに使 った留め具等があ る。(図5)

バ ックル(BUCKLE)は 、元来 び じょう

金や 帯留めのよ うな締め金具 として作 られた

ものが 、装飾的 な帯金具に変って きた。古 く

は 中国大陸で紀元200年 頃に用い ちれ たのが

古墳の発掘 品で発見 され、 日本には紀元400

年頃 に伝 わってきた ようで ある。 またヨーロ

ッパでは紀元1200年 頃に貴族(兵 士)が ベ ル

トを しめ るのに用いた例が見 られる。(図6)

ブ ローチ、バ ックルの素材 としては、真 ちゅ

う、鉄、皮、絹 、金、銀 、天然石等が広 く用

いられている。

4.ボ タ ン に つ い て

ボ タン(BUTTON)の 由来 は 紀 元 前

1500年 頃、未開発時代 のヨー ロッパでゲルマ

ン民族が衣服 を肩で止め るために用 いたポ ト

ン(BOTON)で あるとも言 われ る。 中世

紀の ヨーロ ッパでは肩先や胸元 をブローチや

図3貫 頭衣(ポ ンチョ) 図4チ ュ ニ ック

図5ピ サンチン時代の 図6兵 士の服装

ブローチ
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ピンで留めていた ようで ある。ルネ ッサ ンス時代 になっ

て使 われは じめたボタンは さらに一般化 し実用度 を増 し

て きたが金、銀 、象牙 な どで造 られていたため貴重な装

飾品 として扱われたよ うである。又紀元1580年 頃のスペ

インモー ドの男子服の上衣にボタンが用 い られてい るの

が見 られるの は、 この頃すでにボタンがかな り普及 して

いたことを示す ものである。(図7)日 本 でボタンとい

う名が用い られ たのは徳 川末期 といわれ 「脚絆」 などに

つ ける留具 はオランダ人の装 束か ら出た もの といわれ る。

ポル トガルでは 「ブ タン」 といい、 日本ではボタンと呼

ばれた とい うこ とである。

5.ス ナ ップ とホ ッ ク

スナ ップ(SNAP)は スナ ップキャ ッチ式(パ ッチ

ンと止め る)の 締め金、留め金、び じょ う金 のこ とで、

19世 紀末に機械好 きの ドイツ人によって発明 された と伝

え られている。 スナ ップの利点は、ボタンに比べ て、小

さな部分 に も使用で き、着脱が便利で布 地 を傷め ないこ

とである。又素材 も、従来 はほ とん ど真 ちゅうであった

が最近は合成樹脂製のカラースナ ップが大分使 われ るよ

うにな り、衣服の地色 との調和 と装飾性 を一段 と増す よ

うになった。

ホック(HOOK)は 鈎 と留め具(HOOKAND

EYE)に よって機能す るもので、ス ライ ド ・ファスナ

ー の終端 の締め具 として、組みで使われ る場合 もある。

又1個 のホ ック と2ツ 以上の留め具 をつけて2段 、3段

と留め る部位 を変 えるこ ともで きる。(図8)

6.そ の他 の ファスナー等

(Dス ライ ド・ファスナー

スライ ド ・ファスナー(SLDEFASTNER)

は単 にファスナー とも呼 ばれてい るが 、英、米 ではジッ

パー(ZIPPER)が 最 も普通 の呼名で ある。 又 日本

ではチャ ック(CHUCK)と もい う。(図9)メ タル

又 はプラスチ ック製のペ アーの務歯(TEETH)と 締

め具(CHUCK)の 組 み合わせ を布地 に取 り付 けた も

図7ス ペインモー ドの男子服

図8ス ナップとホ ック

図9ス ラ イ ド ・フ ァ ス ナ ー
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ので、チ ャックをムシに沿って滑 らせ ることによって、ムシの両側に とりつ けた布 を開閉

す るものである。 これ は約80年 前 に開発 された衣服の締め具 であ り、最近 まで真 ちゅう、

鉄 等の金属 製の ものだけ で あったが、ナ イロン、テ トロン、デル リン等 の合成樹脂製の も

のが大分 出回 るようにな り、布地や衣服の種 類、機能、 目的にあわせ て選択 できるように

なっ卆。金属製 と合成樹脂では一長一短があ り、前者 が堅 く、重 く、堅牢 で滑 りが よいの

に比べて、後者は軟か く軽 いが、やや滑 りが悪 く弱 い(開 閉に力が要 る)。 また、金属 は導

電性が あるのに対 して、プラスチ ックは開閉時の摩擦に よる静電気の発生が考 えられ る。

最近 ではカラー ド・ファスナー も多 く、布地の色 にあわせ て選ぶ こ とがで き、又 ファスナ

ー を 目立たないようにか くした コンシール ド・ファスナー(CONCEALEDFAS -

TNER)も 開発 されている。

② ベルク ロ ・ファスナー

これは通常マ ジックテープ といわれ

るものでフック(HOOK)と パ イル

(PILE)の タオル状布地の組合せ

か らな り、フック面 の鈎状 の繊維がパ

イル面の 「わな」状 の繊維にかか り合

って締 まる仕組みになっている。(図10)

これは15年 程前にスイスで開発 された
図10ベ ル ク ロ ・フ ァ ス ナ ー

とい う話 であるが最近 ジャ ンパー 、スカー ト、赤 ちゃんのオム ツカバー 、国鉄客席 のカバ

ー止め
、その他広 く使 われ るよ うになった。操作が簡単(指 で圧着す るだけ)な ため、 ス

ナ ップ、ファスナー に取って替 わる勢 いであるが 、接着の強 さと、洗濯 による衰 え、寿命

に まだ難点がある。但 し取付 けが簡単(ミ シン縫等)で 、裁断のサ イズがフ リー、重ね合

せ の大 きさ、個所が 自由で調整容易等、多 くの利点 を備 えてい る。

7.む す び

以上主 として洋服の留め具類につ いて述べ たが、① 留め る、締め る、開 く、閉 じる、密

着性等の機能性 、② コス ト、取 り付 けの難易、耐久力等の経済 性、③色彩 、形状、衣 服 と

の調和 などの装飾性 、④ その他 の形状 、材質に よる保健性等 によってそれぞれ長短があ る

ことがわか る。したがって留具類の選択 は、当然その使用 目的 とこれ らの要素 のいつれに重

点 をお くかによって、 きまることである。 またデザ インと使用 目的のバ リエ ションを出す

ため 、これ らが個 々に(ホ ック と紐)又 は段 階的 、機能的 に(ス ライ ドファスナー とスナ

ップ、ファスナー とホック等)組 み合せ て使 われている。今後 も新 しい留め具類が開発 さ

れ る可能性 はあるが、いつれに して も、前記 の長所 を多 く兼ね備 えた ものが永続 して愛用

され ることであろう。又 これ らの留め具 を必要 としない繊維 、材料(例 えばオペ ロン、ゴ

ム布等)の 開発 も装飾性 、機能性 とのかね合 いで進んでゆ くもの と考 えられ る。
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